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感
性
を
育
む
美
大
の
建
築
教
育
を
展
開
。

建
築
士
試
験
の
在
学
中
合
格
を
実
現

京
都
美
術
工
芸
大
学　

K
yoto A

rts and C
rafts U

niversity

デ
ザ
イ
ン
力
や
表
現
力
を
磨
く

文
理
融
合
型
の
教
育
シ
ス
テ
ム

ド
イ
ツ
の
造
形
学
校「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
存
在
し
た
の
は
１
９

１
９
年
か
ら
わ
ず
か
14
年
間
と
そ
の
歴

史
は
短
い
な
が
ら
も
、デ
ザ
イ
ン・
工
芸
な

ど
を
含
む
美
術
と
建
築
に
関
す
る
総
合

的
な
教
育
を
行
っ
た
影
響
力
は
大
き
く
、

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
共
通
す
る
教

育
に
力
を
注
ぐ
の
が
、２
０
２
２
年
に
美

術
系
大
学
と
し
て
全
国
初
の「
建
築
学

部
」を
開
設
し
た
京
都
美
術
工
芸
大
学

で
あ
る
。
２
０
２
３
年
に
は
芸
術
学
部
と

の
２
学
部
体
制
に
移
行
し
、学
部
の
垣
根

を
越
え
た
学
び
を
推
し
進
め
て
い
る
。

背
景
に
あ
る
の
は
、「
建
築
は
サ
イ
エ
ン

ス
で
あ
り
、ア
ー
ト
で
も
あ
る
」と
の
思
い

だ
。
Ａ
Ｉ
が
発
達
し
、高
度
情
報
化
の
波

が
押
し
寄
せ
る
今
、建
設
業
界
で
は
、創

造
性
に
あ
ふ
れ
た
建
築
士
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、同
大
学
は
、工
学

の
一
分
野
と
し
て
で
は
な
く
、工
学
的
な

建
築
の
知
識
に
加
え
、発
想
力
や
デ
ザ
イ

ン
力
も
備
え
た
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、豊
か
な
感
性
や
発
想
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
軸
足
を
置
く
の
が
建
築

と
芸
術
の
総
合
的
な
教
育
で
あ
る
。特
に
、

自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
建
築

ス
ケ
ッ
チ
や
模
型
制
作
、Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
活
用
し
た
最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュー
タ
ス
キ

ル
の
習
得
に
力
を
注
い
で
お
り
、次
世
代

の
建
築
士
と
し
て
必
要
と
な
る
多
彩
な

表
現
力
の
研
鑽
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、他
者
に
伝
え
る
提
案
力
を
鍛
え
る

機
会
を
豊
富
に
設
け
る
な
ど
、文
系
・
理

系
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。

伝
統
と
先
進
性
を
備
え
た

京
都
が
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

建
築
学
部
建
築
学
科
は
、イ
ン
テ
リ
ア

か
ら
都
市
計
画
ま
で
を
幅
広
く
扱
う

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
」、歴
史
的
建
造
物
や

町
並
み
の
保
存
・
活
用
を
学
ぶ「
伝
統
建

築
」、ま
ち
づ
く
り
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

探
る「
融
合
」の
３
領
域
か
ら
な
る
。こ
れ

ら
の
領
域
を
深
め
る
う
え
で
、京
都
で
学

ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
極
め
て
大
き
い
。

同
大
学
は
３
領
域
を
横
断
的
に
学
ぶ

教
育
シ
ス
テ
ム
を
確
立
。
日
本
一の
歴
史

文
化
都
市
・
京
都
を
舞
台
に
、立
地
を
生

か
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
地
域
と
連

携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、大
学
で
の
学

び
を
実
践
す
る
教
育
・
研
究
に
も
幅
広

く
取
り
組
ん
で
お
り
、新
た
な
建
築
の
創

造
に
つ
な
が
る
知
識
や
技
術
、発
想
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

京都美術工芸大学に、建設業界や教
育関係者から大きな注目が集まってい
る。その理由は、工学としてだけではな
く、アートとしてもとらえた建築学と、建築
士資格の早期取得を両輪とした独自
の教育システムにある。

取材・文／大廣 涼
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Wスクールシステムで資格取得をバックアップ
京都建築大学校（KASD）

　京都美術工芸大学で建築士試験の在学中合格を目指す学生が学ぶ（大学内で受
講）のが、同じ二本松学院グループの「京都建築大学校（KASD）」である。在学中に
建築士（一級・二級・木造）やインテリアプランナー資格などを取得し、社会で即戦力と
して活躍できる人材を長年輩出しており、2023年度の建築士（二級・木造）在学中合
格者数は学科試験558名、製図試験492名と全国トップクラスを誇る。一級建築士に
ついても在学中合格者6名（最
短3年次合格を含む）を輩出。合
格者の学校別全国ランキングで
は、全国トップレベルに位置づけ
ている。さらに、4年修学者は大
学卒業資格（学士）に加え、高度
専門士が取得でき、大学院に進
学できることも特色の一つ。最終
学歴は大卒以上として、有名企
業への就職実績も豊富である。
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験
を
突
破
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ

ー
に
も
、４
年
制
大
学
で
は
唯
一の
学
生

合
格
者（
11
名
※
２
０
２
２
年
度
実
績
）

を
輩
出
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、多
く
の

学
生
が
確
か
な
資
格
を
手
に
社
会
へ
と

踏
み
出
し
て
お
り
、高
い
就
職
実
績
も
誇

る
。
建
築
学
科
の
２
０
２
３
年
3
月
卒
業

生
の
就
職
率
は
99
・３
％
（
就
職
者
１
４

２
名
）で
、大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅
メ
ー
カ

ー
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、一
級
建
築
士
は
資
格
取
得

者
の
約
７
割
が
50
代
以
上
で
、若
手
建
築

士
育
成
は
業
界
全
体
の
課
題
だ
。そ
ん
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
も
同
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
。特
色
あ
る
教
育
と
Ｗ
ス
ク
ー
ル
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
資
格
取
得
を
両
輪
と
し
た
挑

戦
を
こ
れ
か
ら
も
加
速
し
て
い
く
。

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、受
講
者
は
受

験
資
格
取
得
講
座
と
対
策
講
座
の
授
業

料
全
額
を
給
付
す
る
奨
励
金（
返
還
不

要
）が
受
け
ら
れ
、追
加
費
用
な
し
で
挑

戦
で
き
る
。
４
年
次
に
は
一
級
建
築
士
の

学
科
試
験
対
策
講
座
を
開
講
し
、最
短

合
格
も
可
能
。
同
大
学
大
学
院
建
築
学

研
究
科（
修
士
課
程
）と
連
続
性
の
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
整
え
、６
年
間
で
一
級
建

築
士
の
総
合
合
格
も
目
指
せ
る
環
境
だ
。

建
築
士
合
格
者
数
も
増
加
傾
向

在
学
生
61
名
が
二
級
に
合
格

２
０
２
３
年
度
に
は
二
級
建
築
士
に

61
名
、木
造
建
築
士
に
70
名
が
在
学
中

に
合
格
。一
級
建
築
士
も
３
名
が
学
科
試

Ｗ
ス
ク
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入

３
年
次
に
二
級
建
築
士
合
格
へ

建
築
士
資
格
の
早
期
取
得
を
実
現
す

る
教
育
シ
ス
テ
ム
も
柱
の一つ
だ
。
建
築
士

資
格
は
建
物
の
設
計
や
工
事
監
理
を
行

う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
業
務
独
占
国
家

資
格
で
、「
一
級
建
築
士
」「
二
級
建
築
士
」

「
木
造
建
築
士
」が
あ
り
、資
格
に
応
じ

て
設
計
で
き
る
建
物
の
用
途
、規
模
、構

造
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、取
得
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

建
築
士
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る

の
は
大
学
や
専
門
学
校
の
卒
業
時
が
ほ

と
ん
ど
。建
設
業
界
で
働
き
な
が
ら
資
格

ス
ク
ー
ル
に
通
い
、30
歳
前
後
で
合
格
を

目
指
す
の
が
一
般
的
な
ル
ー
ト
だ
。
た
だ
、

仕
事
と
の
両
立
は
簡
単
で
は
な
く
、ス
ク

ー
ル
費
用
も
か
か
る
。
加
え
て
、一
級
建
築

士
の
合
格
率
は
わ
ず
か
１
割
ほ
ど
と
難

関
資
格
の
一つ
で
、時
間
や
経
済
的
な
負

担
か
ら
あ
き
ら
め
る
人
が
少
な
く
な
い
。

対
し
て
、京
都
美
術
工
芸
大
学
は
在

学
中
の
二
級
建
築
士
合
格
を
目
標
に
掲

げ
る
。そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、グ
ル
ー

プ
校
の
京
都
建
築
大
学
校（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）

と
連
携
し
た
同
大
学
だ
け
の
Ｗ
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
だ
。
大
学
の
学
び
と
並
行
し
て

学
内
で
資
格
講
座
を
受
講
で
き
、2
年

次
修
了
時
に
受
験
資
格
が
取
得
で
き
る
。

3
年
次
に
は
独
自
の
受
験
対
策
講
座
を

開
講
し
、最
短（
20
歳
）合
格
を
目
指
す

京都美術工芸大学

2012年開学。2015年、在学中初の二級建築士合格者が誕生。
2017年、京都市からの誘致を受け、京都東山キャンパスに移
転。2022年に美術大学で全国初の建築学部を開設した。
【開設学部・学科】
●建築学部 建築学科　●芸術学部 デザイン・工芸学科
【グループ校】
京都建築大学校、京都伝統工芸大学校

●DATA
〒605-0991　京都府京都市東山区川端通七条上ル
TEL 0120-33-3372（入試・広報課）

https://www.kyobi.ac.jp/URL

37


	36
	37

